　　(公財)横浜企業経営支援財団（IDEC）　　　　　　　　　　　　　　　　　
国際企業人材育成センター(ITI)インターンシップ申込概要
＜台湾インターンシップ生受入事業の概要＞
派遣元：台湾貿易センター・国際企業人材育成センター（ITI） (日本窓口 台湾貿易センター東京事務所）

協　力：公益財団法人横浜企業経営支援財団（IDEC）
募集企業数：20社程度　（1企業あたりの受入人数：1～2名程度の予定）　

費用負担：なし　※インターンシップ生は来日の際、海外旅行保険に加入しています。

目的：ITI学生への日本での語学、生活、ビジネス商習慣などを体験する機会の提供。

　　　　　　横浜市内企業などの海外人材を活用した海外展開、社内活性化などへの取り組みの支援。
＜台湾インターンシップ生（横浜）概要＞

学科：国際企業人材育成センター 二年制日本語学科　20名程度
履修科目：2年間で日本語(1400時間)、英語(680時間)、経済貿易などのビジネス関連(680時間)を履修

進路：卒業後は過半数がハイテク産業マーケティング業務に携っています。　
＜受入までの流れ＞
１.受入申込書をご提出いただきます。（2018年7月31日（火）締切）

２.財団にて各企業とインターンシップ生の意向を踏まえ受入企業を選定します。（2018年11月予定）

３.台湾貿易センターと受入企業様の間で協定書を交わしていただきます。（秘密保持条項等があります）

４.受入企業様より研修計画書をご提出いただきます。
５.受入実施　　2019年1月30日(水)～2月20日(水)　 左記日程と別に、次のイベントにご参加ください。
　・始業式 2019年1月23日(水) 夜　　 ・学生紹介と通勤体験1月29日(火)午後

・研修報告会答礼宴2月21日(木)（午後：研修報告会／夜：答礼宴）
＜これまでの受入企業の声＞

●受け入れた学生を社員として採用することができ、台湾を中心とした海外ビジネスの拡大に役立った

●帰国後も、当社の事業に関連する情報をやり取りするなど、有益なネットワークができた。

●インターンシップ生と文化の違いを話すことにより、偏りがちだった考え方を見直す良い機会となった。

●社内の活性化に役立った。

＜過去の受入企業＞
平成17年度～平成29年度のインターンシップ生受入数：291名（受入企業：のべ260社）

業種：製造業、広告、小売、レストラン、ホテル、教育、IT系など
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　＜留意事項＞

・受入企業とインターンシップ生の意向を踏まえ当財団が受入企業を選定させていただきます。

・受入票を提出いただいてもインターンシップ生を受け入れていただけない場合もあります。
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飛宏科技


華創車電(日産系裕隆グループ)


兼松


三菱東京UFJ銀行


三井住友銀行








惠普科技


南亜電路板


微星科技


台湾松下電腦


台湾東芝電子








台湾日立アジアパシフィック


台湾住商電子


日立化成工業


住華科技股分有限公司





＜最近の卒業生就職実績＞
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